
申問　：問い合わせ　　：申し込み

成
人
式
を
１
月
８
日
㈰
に

開
催

　
新
成
人
が
一
堂
に
会
し
、
祝
福

と
激
励
の
場
を
設
け
よ
う
と
「
恵

那
市
成
人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
８
中
学
校
の
卒
業
生
代
表

１８
人
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

『
Ｓサ

イ

ン

Ｉ
Ｇ
Ｎ
』
～
始
ま
り
の
合
図
、

成
功
へ
の
兆
し
～
を
テ
ー
マ
に
厳

粛
で
思
い
出
に
残
る
成
人
式
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
新
成
人
の
門
出

を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

□
と
き

　
１
月
８
日
㈰
午
後
１
時

（
正
午
受
け
付
け
開
始
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
平
成
８
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

　
　
生
涯
学
習
課（
内
線
３
４
２
）

１
月
９
日
㈪
は
出
初
め
式

は
し
ご
登
り
な
ど
を
披
露

　
新
春
恒
例
の
市
消
防
出
初
め
式

を
１
月
９
日
㈪
に
開
催
し
ま
す
。

　
勇
壮
な
恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り

や
分
列
行
進
、
全
分
団
に
よ
る
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
す
。
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
見
学
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
特
別
に
恵
那
観
光
大
使

で
、
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
で
も
活

躍
中
の
本
市
出
身
の
女
優
、
宮
嶋

麻
衣
さ
ん
が
、
一
日
消
防
団
長
と

し
て
出
席
し
ま
す
。

□
時
間
・
と
こ
ろ
　
▽
式
典
＝
午

前
８
時
・
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
　

▽
分
列
行
進
＝
午
前
１０
時
半
・
恵

那
駅
前
中
央
通
り
　
▽
恵
那
ト
ビ

は
し
ご
登
り
＝
午
前
１０
時
４５
分
・

駅
前
中
央
通
り
　
▽
一
斉
放
水
＝

午
前
１１
時
１５
分
・
阿
木
川
（
大
井

橋
～
佐
渡
橋
間
）

□
交
通
規
制
　
午
前
１０
時
か
ら
１１

時
４５
分
ま
で
、
恵
那
駅
前
中
央
通

り
付
近
の
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
。（
こ
の
時
間
帯
の
東
濃
鉄
道

の
バ
ス
は
、
別
経
路
で
運
行
し
ま

す
。
公
布
町
バ
ス
停
は
小
栗
屋
付

近
に
バ
ス
停
を
設
置
し
ま
す
）

□
そ
の
他
　
天
候
不
良
の
場
合

は
、
恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り
は
恵

那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

分
列
行
進
と
一
斉
放
水
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
消
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９

（
内
線
２
５
０
）

緑
化
木
の
苗
を
無
料
配
布

　
市
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
公

共
施
設
な
ど
に
緑
化
木
の
植
栽
を

計
画
し
て
い
る
団
体
な
ど
へ
「
緑

の
募
金
」
を
利
用
し
、
苗
木
を
無

料
で
配
布
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法
　
農
林
課
と
各

振
興
事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
締
め
切
り
　
１
月
３１
日
㈫

□
配
布
時
期
　
３
月
中

※
樹
種
に
よ
っ
て
は
数
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
希
望
に
沿
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

　
　
　
　
農
林
課（
西
庁
舎
３
階
、

内
線
３
６
７
）

防
災
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催

　
近
年
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本

地
震
な
ど
大
き
な
地
震
が
相
次
い

で
発
生
し
、
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
発
生
も
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
震
か
ら
命
を
守
り
、

つ
な
ぐ
た
め
、
適
切
な
避
難
行
動

や
普
段
か
ら
の
防
災
の
取
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
で
一
緒
に

学
び
、
考
え
ま
し
ょ
う
。
参
加
無

料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。

□
表
題
　
～
地
震
か
ら
命
を
守
り
、

つ
な
ぐ
～
防
災
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
in
恵
那

□
と
き
　
１
月
１７
日
㈫
午
後
１
時

～
５
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎
５
階

大
会
議
室

□
内
容
　
▽
第
１
部
＝
地
震
に

つ
い
て
の
基
礎
知
識
　
▽
第
２

部 

＝
熊
本
地
震
で
の
支
援
活
動

経
験
談
　
▽
第
３
部
＝
避
難
所
運

営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
）

　
　
恵
那
県
事
務
所
防
災
係
志
２

６
―
１
１
１
１
（
内
線
２
０
３
）

市畜産センター（市家畜診療
所）が山岡に移転

　市畜産センター（市家畜診療所）
の事務所が、岩村振興事務所内か
ら山岡振興事務所内へ移転します。
□とき　１月１０日㈫（業務開始日）
□移転先　山岡町上手向１２２８番
地１（山岡振興事務所内）志５７-
０６３０思５７-０６３１（ともに直通）
　　市畜産センター志４３-０２１２（直
通）
※旧事務所（岩
村町）の電話
とファクスは
１月７日㈯ま
で（ ８ 日、 ９
日は使用不可）

問

１１月１３日㈰は市長・市議会議員選挙

　１１月１３日㈰は恵那市長・恵那市議会議員
選挙の投票日です。大切な権利を放棄しないで
投票に出掛け「明るいきれいな選挙」をしましょ
う。
□投票の種類　恵那市長選挙、恵那市議会議員
選挙の 2 種類
□とき　１１月１３日㈰午前７時～午後８時
※笠置町、中野方町、飯地町、山岡町、明智町、
串原、上矢作町は午後７時まで
□投票場所　投票所入場券に記載の指定投票所
※入場券が無くても本人確認ができれば投票で
きます
□投票できる方　市の選挙人名簿に登録されて
いる方で❶平成１０年１１月１４日までに生まれ
た方❷平成２８年 8 月 5 日までに住民票を作成

したか転入し引き続き恵那市に居住している方
□期日前投票　投票日当日に仕事や外出、地域
の行事などの理由で当日投票できない場合は、
期日前投票ができます。期日前投票ができる期
間、時間は下記のとおりです。　
▷市役所会議棟＝１１月 7 日㈪～１２日㈯午前
8 時半～午後 8 時
▷各振興事務所＝１１月 7 日㈪～１２日㈯午前
8 時半～午後 6 時
□その他　今回の市長・市議会議員選挙から、
選挙公報を発行します。１１月９日㈬ごろに新
聞折り込みを行います。郵送を希望する方は問
い合わせください。　

　　選挙管理委員会（内線 550）問

１月２９日㈰は岐阜県知事選挙
　1 月２９日㈰に岐阜県知事選挙が行われます。
大切な権利を放棄しないで投票に出掛け「明るい
きれいな選挙」をしましょう。
□投票の種類　岐阜県知事選挙の１種類
□とき　１月２９日㈰午前７時～午後８時
※笠置町、中野方町、飯地町、山岡町、明智町、
串原、上矢作町は午後７時まで
□投票場所　投票所入場券に記載の指定投票所
※入場券が無くても本人確認ができれば投票でき
ます
□投票できる方　市の選挙人名簿に登録されてい
る方で❶平成１１年１月３０日までに生まれた方❷
平成２８年１０月１１日までに住民票を作成または
恵那市に転入し、引き続き市内に居住している方
※平成２８年１０月１２日以降に県内の他市町村か
ら転入した方は、前の住所地の選挙管理委員会へ

問い合わせください
□期日前投票　投票日当日に仕事や外出、地域の
行事などの理由で投票できない場合は、期日前投
票ができます。期日前投票ができる期間、時間は
次のとおりです。　
▷市役所会議棟＝１月１３日㈮～２８日㈯午前 8 時
半～午後 8 時
▷各振興事務所＝１月２３日㈪～２８日㈯午前 8 時
半～午後 6 時
※笠置振興事務所の場所が変わりました。ご注意
ください
□選挙公報　１月１８日㈬ごろの新聞朝刊に折り
込まれる予定です。郵送を希望の方は問い合わせ
ください。

　　選挙管理委員会（内線５５０）問

学
校
給
食
フ
ェ
ア
を
開
催

　
学
校
給
食
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
第
２４
回
学
校
給
食

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
市
内
全

て
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
、
施

設
見
学
や
地
元
産
の
食
材
を
使
っ

た
給
食
の
試
食
会
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
。

施
設
見
学

□
と
き
　
１
月
２６
日
㈭
、２７
日
㈮

午
前
９
時
半
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
大
井
町
）

□
内
容
　
調
理
や
施
設
の
見
学
、

給
食
の
展
示
な
ど

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す

試
食
会
と
給
食
の
話

□
と
こ
ろ
・
と
き
　
▽
市
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
＝
１
月
２６
日
㈭
、

２７
日
㈮
午
前
１１
時
４５
分
～
午
後
０

時
４５
分
　
▽
岩
村
こ
ど
も
園
（
岩

村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）、
山
岡

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
明
智
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
＝
１
月
２６
日
㈭
正

午
～
午
後
１
時
　

□
定
員
　
各
１５
人
（
市
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
は
各
日
２５
人
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
２
８
６
円
（
欠
席
の
場

合
も
必
要
で
す
）

□
申
し
込
み
方
法
　
各
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申
し
込
む

□
受
付
期
間
　
１
月
１０
日
㈫
～
２０

日
㈮
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

　
　
　
　
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

志
２
６
―
１
６
３
３
、
岩
村
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
志
４
３
―
２
８
０

９
、
山
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
志

▲地元の食材を使った給食を試食

▲学校で出される給食を展示

申
・
問

案
　
　
内

５
６
―
２
７
６
２
、
明
智
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
志
５
４
―
３
６
１
５

地
歌
舞
伎
特
別
公
演
開
催

「
春
節
恵
那
峡
歌
舞
伎
」

　
東
濃
地
方
は
地
歌
舞
伎
が
盛
ん

な
所
。「
東
濃
地
方
の
地
歌
舞
伎

と
芝
居
小
屋
」
は
、
岐
阜
の
宝
も

の
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
市
内
の
歌
舞
伎
保
存
会

が
協
力
し
て
、
特
別
公
演
を
行
い

ま
す
。

　
地
歌
舞
伎
公
演
の
他
に
、
地
歌

舞
伎
ミ
ニ
講
座
や
記
念
撮
影
、
日

本
屋
台
村
と
し
て
土
産
販
売
や
軽

食
、
地
酒
バ
ー
な
ど
も
楽
し
め
ま

す
。

□
と
き
　
１
月
２７
日
～
２
月
２４
日

（
毎
週
金
曜
日
、
全
５
回
）

□
内
容
と
時
間
　
▽
「
白
波
五
人

男
」
ハ
イ
ラ
イ
ト
鑑
賞
＝
午
後
８

時
半
～
９
時
１０
分
　
▽
日
本
屋
台

村
＝
午
後
７
時
半
～
９
時
半

※
公
演
会
場
内
に
土
産
販
売
や
軽

食
、
地
酒
バ
ー
な
ど
が
出
店
し
ま

す□
と
こ
ろ
　
恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル

□
料
金
　
無
料
（
宿
泊
者
以
外
も

入
場
で
き
ま
す
）

　
　
岐
阜
県
地
歌
舞
伎
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
務
局
志
０
５
８
４
―
７
１
―

６
１
３
３

学
び

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

子
育
て

く
ら
し

ご
み

健
康

番
組

相
談

案
　
　
内

▲友人との再会に話もはずむ

▲勇壮なトビはしご登り

▲宮嶋麻衣さん

問

問

申
・
問

問問
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申問　：問い合わせ　　：申し込み

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展
の

入
賞
者

　「
第
３５
回
市
火
災
予
防
ポ
ス

タ
ー
展
」
に
は
市
内
小
中
学
校
か

ら
７
０
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
特
別
賞
を
受
賞
し

た
５９
人
を
次
の
と
お
り
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
、
白
抜
き
数
字
は

学
年
）

□
市
長
賞
　
北
原
レ
ノ
（
恵
那
東

中
❸
）

□
市
議
会
議
長
賞
　
三
浦
鈴
花

（
大
井
小
❻
）

□
市
教
育
長
賞
　
鷹
見
華
穂
（
大

井
小
❻
）
伊
藤
万
起
（
大
井
第
二

小
❸
）
伊
佐
地
有
里
（
恵
那
西
中

❸
）

□
市
消
防
長
賞
　
松
井
優
奈
（
恵

那
西
中
❸
）
横
江
玲
佳
（
大
井
小

❻
）
池
戸
栞
那
（
中
野
方
小
❷
）

□
市
消
防
団
長
賞
　
安
江
史
笑

（
武
並
小
❺
）
伊
藤
彩
花
（
山
岡

小
❹
）
伊
藤
衣
吹
（
明
智
小
❸
）

御
厨
瞳
（
恵
那
東
中
❸
）
山
田
紗

稚
（
恵
那
北
中
❶
）

□
市
ま
と
い
会
長
賞
　
村
田
朝
熊

（
三
郷
小
❺
）
和
田
弥
子
（
中
野

方
小
❻
）
安
藤
優
希
（
串
原
小
❻
）

田
口
真
優
（
恵
那
西
中
❸
）
伊
藤

大
智
（
山
岡
中
❶
）

□
市
危
険
物
安
全
協
会
長
賞
　
田

中
夏
鈴
（
大
井
小
❻
）
原
伊
久
磨

（
大
井
第
二
小
❸
）
池
戸
響
（
中

野
方
小
❷
）
山
田
剛
士
（
恵
那
北

中
❶
）
伊
藤
咲
菜
（
明
智
中
❶
）

□
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
会
長
賞
　

遠
山
心
愛
（
大
井
第
二
小
❸
）
市

川
大
雄
（
東
野
小
❺
）
安
江
和
花

（
中
野
方
小
❷
）
宮
路
紗
央
里
（
恵

那
東
中
❸
）
加
藤
夕
琳
（
恵
那
西

中
❸
）

□
恵
那
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長

賞
　
奥
山
そ
ら
（
大
井
小
❻
）
工

藤
響（
三
郷
小
❺
）宮
地
健
正（
三

郷
小
❺
）
千
藤
駆
流
（
恵
那
東
中

❶
）
小
川
紗
矢
（
岩
邑
中
❷
）

□
恵
那
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長

賞
　
安
田
愛
（
大
井
小
❻
）
田
口

す
ず
（
大
井
第
二
小
❸
）
渡
邉
陽

斗
（
三
郷
小
❺
）
伊
藤
萌
（
恵
那

東
中
❷
）
小
川
耕
平
（
山
岡
中
❶
）

□
恵
那
消
防
署
長
賞
　
佐
藤
拾
豪

（
大
井
小
❻
）
伊
藤
和
愛
（
大
井

第
二
小
❸
）
小
板
未
夢
（
長
島
小

❺
）
渡
邊
梨
央
（
東
野
小
❺
）
有

泉
七
槻（
三
郷
小
❺
）遠
山
希（
武

並
小
❺
）
鈴
村
莉
央
（
恵
那
北
小

❺
）
林
聖
人
（
中
野
方
小
❻
）
林

倖
友
姫
（
恵
那
西
中
❶
）
水
野
絵

梨
香
（
恵
那
東
中
❸
）
纐
纈
ほ
の

か
（
恵
那
北
中
❶
）

□
岩
村
消
防
署
長
賞
　
市
岡
琉
唯

（
岩
邑
小
❸
）
小
川
葵
子
（
山
岡

小
❷
）
石
川
千
尋
（
上
矢
作
小
❷
）

鈴
木
佑
菜
（
岩
邑
中
❷
）
松
田
莉

央（
山
岡
中
❶
）塚
田
ひ
よ
り（
上

矢
作
中
❷
）

□
明
智
消
防
署
長
賞
　
阿
部
心
美

（
明
智
小
❸
）
川
上
幸
花
（
串
原

小
❺
）
伊
藤
季
莉
（
明
智
中
❶
）

石
原
陸
（
串
原
中
❶
）

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

出
荷
者
と
加
盟
店

　
自
己
の
所
有
す
る
山
林
を
手
入

れ
し
て
間
伐
材
を
出
荷
す
る
こ
と

で
、
地
域
通
貨
と
交
換
が
で
き
、

地
域
活
性
化
を
目
指
す
「
え
な
に

し
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、

長
島
・
三
郷
・
武
並
地
域
を
中
心

に
始
ま
り
ま
す
。

　「
元
気
な
森
は
明
る
い
未
来
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
山
の
手
入
れ

を
す
る
出
荷
者
と
地
域
通
貨
が
使

用
で
き
る
加
盟
店
（
長
島
町
、
三

郷
町
、
武
並
町
に
限
る
）
を
募
集

し
ま
す
。

□
開
始
時
期
　
平
成
２９
年
４
月
１

日

□
申
し
込
み
　
事
務
局
で
配
布
す

る
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
提
出
す
る

　
　
　
　
え
な
に
し
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
（
㈲
東
海
バ
イ

オ
）
志
０
９
０
―
４
２
５
６
―

１
７
０
０
（
柘
植
）

申
・
問

訂
正
と
お
わ
び

　
本
紙
１２
月
１
日
号
１５
㌻
、
年
末

年
始
の
日
程
の
記
事
の
中
で
国
保

上
矢
作
病
院
と
国
保
三
郷
診
療
所

の
休
診
日
を
「
１２
月
２９
日
㈭
午
後

か
ら
１
月
３
日
㈫
ま
で
」
と
し
ま

し
た
が
、
正
し
く
は
「
１２
月
２９
日

㈭
か
ら
１
月
３
日
㈫
ま
で
」で
す
。

美
術
館
の
臨
時
職
員
（
４

月
１
日
採
用
予
定
）

  

中
山
道
広
重
美
術
館
で
は
、
４

月
１
日
付
け
採
用
の
臨
時
職
員

（
受
付
、
販
売
、
学
芸
補
助
）
を

次
の
よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

□
受
付
期
間
　
１
月
４
日
㈬
～
１

月
２４
日
㈫
（
月
曜
と
１
月
１０
日
㈫

を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
郵
送
の
場
合
１
月
２０
日
の
消
印

有
効
）

□
申
し
込
み
　
中
山
道
広
重
美
術

館
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
に
備
え

付
け
の
「
中
山
道
広
重
美
術
館
臨

時
職
員
採
用
申
込
書
」
に
次
の
書

類
を
添
え
る
①
住
民
票
②
写
真

（
３
カ
月
以
内
撮
影
、
無
帽
、
縦

約
５
・
５
㌢
横
約
４
・
５
㌢
）

※
郵
送
で
申
込
書
を
請
求
す
る
場

合
は
、
８２
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い

□
定
員
　
１
人

□
期
間
　
１
年
間（
再
任
用
あ
り
）

□
資
格
　
次
の
①
②
に
該
当
し
な

い
人
①
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
、

被
補
佐
人（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
人

□
審
査
　
▽
第
一
次
審
査
＝
応
募

書
類
に
よ
る
書
類
審
査
　
▽
第
二

次
審
査
＝
面
接
審
査
（
日
時
と
場

所
は
、
第
一
次
審
査
通
過
者
に
通

知
し
ま
す
）

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
日
額
６

５
０
０
円
（
通
勤
手
当
あ
り
）　

▽
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時
１５
分
（
週
５
日
勤
務
。
実
労

働
時
間
７
・
５
時
間
。
土
・
日
曜

日
、
祝
日
な
ど
の
勤
務
が
あ
り
ま

す
）
社
会
保
険
完
備

　
　
　
　（
公
財
）
中
山
道
広
重

美
術
館
　
〒
５
０
９
―
７
２
０
１

恵
那
市
大
井
町
１
７
６
番
地
志
２

０
―
０
５
２
２ 

申
・
問

広
報
直
通
便
で
意
見
を

　
今
回
の
広
報
に
は
料
金
着
払

い
は
が
き
「
広
報
直
通
便
」
が

折
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
提
案

を
市
政
運
営
に
生
か
す
た
め
の

広
聴
業
務
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
特
に
❶
市
立
恵
那
病

院
や
大
正
村
浪
漫
亭
な
ど
新
し

い
施
設
に
対
す
る
意
見
や
感
想

❷
新
市
長
へ
の
期
待
❸
広
報
で

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
話
題
―
な

ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
市
長
公
室
広
報
広
聴
係（
内

線
３
２
３
）

学
び

ス
ポ
ー

ツ

高
齢
者

子
育
て

く
ら
し

ご
み

健
康

番
組

相
談

募
　
　
集

募
　
　
集

　シアター恵那１月の開催情報

　　　　　　　  　http://www.kasamatsu-keiba.com/

□新春シリーズ　  ９日㈪～１３日㈮
□睦月シリーズ　  ２３日㈪～２７日㈮
　　シアター恵那志２５-７７６７（開門午前１０時）
※ JRA の全レース、名古屋競馬や金沢競馬など全
国の地方競馬のレースも発売。大井競馬や川崎競馬、
門別競馬などナイター発売する日もあります

問

人身事故２１件（１３５件）
物損事故１２０件（１,２６２件）
負傷者３２人（２０６人）
死者　１人（４人）

（　）内は１月からの累計
火災（１１月）

交通事故（１１月中の概数）

建物０件（７件）
その他０件（９件）

（　）内は１月からの累計

総数５１，６６６人（ －７１）
  男  ２５，０２７人（ －２４）
  女  ２６，６３９人（　－４７）
世帯１９，６２４世帯（＋６）

（　）内は前月との比較

数字で見る

恵那市

人口（１２月１日現在）

人口動態（１１月異動）

２０２回（２,１１５回）
（　）内は１月からの累計

救急車出動回数（１１月）

出生　３０人 －５１人死亡　８１人
１月からの自然増減 －４４２人
転入　６９人 －２０人転出　８９人
１月からの社会増減 －２３０人

紹
　
　
介

▶
市
長
賞
の
作
品

問

19 182017.1.1 広報えな


